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平
成
六
年
六
月
よ
り
、
ご
み
減
量
化
対
策
と
し
て
町
指

定
ご
み
袋
に
よ
る
ご
み
収
集

、

コ
ン
ポ
ス
ト
と
水
切
り

ベ
ー
ル
の
購
入
補
助
制
度
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

。

そ
れ
に
並
行
し
て
婦
人
会
に
よ
る
ボ
カ
シ

、

つ
く
り

(生

ご
み
の
堆
肥
化
)
が
町
内
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
ご
み
の

減
量
化
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
ご
み
減
量
化
は
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ご
み
の

現
況
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。



年間 t

1800 司可燃ごみの推移
清掃センターに持ち込まれる可燃ご‘み

の平成 4 年度から平成 7 年度(見込み)

までの推移が表 I です。

センタ引…れたもベ(ーで収集したものと清

合剖計-数値です。

表 I

ーーーーーーーー・ーーーー.
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7 年度6 

町
指
定
袋
に
よ
る
ご
み
収
集
以

前
の
平
成
田

・

五
年
度
は
、
い
ず

れ
も
可
燃
ご
み
搬
入

量
が
年
間

て
八

O
O
J

を
超
え
て
い
ま
し

た
。平

成
六
年
度
に
入
り
、
町
指
定

袋
に
よ
る
ご
み
収
集
が
始
ま
る

と
、
表
I

の
と
お
り
、
可
燃
ご

み
搬
入
量
が
年
間
一
、
四
O
O
J

台
に
減
少
し
ま
し
た
。

平
成
七
年

度
も
ほ
ぼ
六
年
度
と
同
じ
く
ら
い

の
ご
み
量
に
な
る
見
込
み
で
す
。

年
間
四

O
O
J
ノ
の
減
量
は
、

一
日
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約

一
ト
ン
強
の
減
量
と
な
り
ま
す
。
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表 E

ー ー ー ー ーーーーーー-ーー・

年間 t

6 万ー焼却燃料
CA重油)

5 万
の推移

清掃センターヘ持ち込まれた可燃ごみ

の焼却に使われる燃料 (A重油) の使用

量の推移が表 E です。
4 万

7 年度6 5 4 

焼
却
燃
料

(A
重
油
)
は
、
可

燃
ご
み
の
焼
却
補
助
と
し
て
使

用
さ
れ

て

き
ま
し
た
が
、
使
用
量

も
焼
却
方
法
の
改
善
、
焼
却
能
力

の
向
上
に
よ
り
、
平
成
五
年
度
は
、

前
年
度
対
比
一
二
、
七
O
O
幻
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
、
平
成
六
年
度
か
ら
は
、

町
指
定
袋
に
よ
る
ご
み
収
集
が
実

施
さ
れ
、
A

重
油
使
用
量
も
平
成

五
年
度
よ
り
八
、

0
0
0
れ
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
七
年
度
は
、
年
度
途
中
で

す
が
、
平
成
六
年
度
よ
り
二
、

O

O
O
U
使
用
量
が
更
に
減
少
す
る

見
込
み
で
す
。

現
場
の

ご
み
袋
の
個
数
は
以
前
と
比
べ

る
と
減
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
町
指
定
袋
が
し
ま
ら
な
い
ほ

ど
ご
み
を
つ
め
こ
み
、
持
ち
上
げ

る
と
破
れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り

ま
す
。

せ
め
て
袋
の
口
が
結
べ
る

く
ら
い
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す

。

ま
た
、
ご
み
を
出
す
時
間
は
、

朝
の
八
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

分
別
収
集
の
徹
底
を
/

町
指
定
袋
に
よ
る
ご
み
収
集
な

ど
の
町
施
策
と
、
婦
人
会
に
よ
る

ボ
カ

シ
c

つ
く
り

な
ど
で
ご

み
の

減

量
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
右
の
べ
l

ジ
の
写
真

の
と
お
り
、
焼
却
灰
の
中
か
ら
は
、

空
き
缶
や
ビ
ン
、
鉄
く
ず
な
ど
の

不
燃
ご
み
が
出
て
き
ま
す
。

「
自
分

一
人
ぐ
ら
い
な
ら
」
が

積
も
り
積
も
っ
て
余
計
な
労
力
と

出
費
と
し
て
み
ん
な
に
か
え

っ
て

き
ま
す
。

分
別
す
れ
ば
ご
み
の
量

は
減
り
、
余
計
な
労
力
と
お

金
も

節
約
で
き
ま
す

。

分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

が
、
な
か
な
か
時
聞
が
守
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す

。

ご
み
出
し
ル
l

ル
を
守
っ
て
、

ご
み
収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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一板剖
厚
生
年
金
保
険
と
共
済

組

川
一
合
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶

E

者
で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳

-
T
J
 

'
f

未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
第

三
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。

例
え
ば
、
厚
生
年
金
保

険
に
加
入
の
夫
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
場
合
に

、

妻
は
第
三

号
被
保
険
者
に
な
り

、

厚
生

年
金
保
険
に
加
入
す
る
妻
に

夫
が
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
夫
が
第
三
号
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
は
、
そ

れ
に
該
当
し
て
い
た
と
し
て

も
、
国
民
年
金
の
担
当
窓
口

に
届
出
が
さ
れ
て
い
な
い

と
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と

は
な
り
ま
せ
ん

。

ま
た
、
届

出
が
遅
れ
た
と
き
は
、

一
番

近
い
二
年
間
に
限
り
、
さ
か

の
ぼ
っ

て
保
険
料
納
付
済
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
以
前
の
期
間
は
、
時
効
と

の
関
係
で
第
三
号
被
保
険
者
未
納

期
間
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し

た
が
っ

て
、
将
来
年
金
を
受
け
取

る
と
き
に
受
給
額
が
少
な
く
な
る

こ
と
に
な
り
ま
す

。

と
こ
ろ
で
、

昨
年
の
国
民
年
金

法
等
の
改
正
に
よ
り
、
こ
の
第
三

号
被
保
険
者
未
納
期
間
の
特
例
届

出
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

。
過
去
に

届
出
が
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
り
、

遅
れ
た
た
め
に
第
三
号
被
保
険
者

期
間
の
う
ち
未
納
と
な
っ
て
い
た

期
間
に
つ
い
て
、
特
例
届
出
を
平

成
七
年
四
月
か
ら
平
成
九
年
三
月

ま
で
の
聞
に
行
え
ば

、

二
年
間
に

限
ら
ず

、

第
三
号
被
保
険
者
制
度

が
で
き
た
昭
和
六
十
一
年
四
月
以

降
の
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し

た
す
べ
て
の
期
聞
が

、

保
険
料
納

付
済
期
間
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す

。
こ
の
機
会
に
、

自
分
の
届

出
を

確
実
な
も
の
に
し

宇
品
1
U
ょ
A
ノ
。

第
三
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出

は
、
既
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
々
や
、
六
十
五
歳
を
過
ぎ
て
い

て
も
受
給
資
格
期
聞
が
足
り
な
い

た
め
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
方
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
よ
っ

て
年
金
額
が
増
え
た
り

、

受
給
で

き
な
か
っ
た
年
金
が
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

な
お
、
第
三
号
被
保
険
者
の
保

険
料
は
、
配
偶
者
の
加
入
す
る
厚

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
が
、
制

度
全
体
と
し
て
負
担
す
る
仕
組
み

で
す
か
ら
、
第
三
号
被
保
険
者
自

身
が
払
ヴ
た
り
、
配
偶
者
の
給
料

か
ら
天
引
き
さ
れ
た
り
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

詳
し
く
は
、
役
場
年
金
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

厚
生
年
金
保
険
(船
員
保
険
)

の
被
保
険
者
や
共
済
組
合
員
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
、

加
歳
以
上
印
歳
未
満
の
人

eヨ'1藷53国民f~

等級

医師の治療実日数360日以上の傷害

額

100万円

20万円

金災害の 程度

亡死

はいって安心刀

あなたも…そして、わたしも合~θつ斤r~

交通災害共済に日まあ
みんなで加入しよう! 0 '-._./ V \:::/'-'~ 

10 
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180日以上 1 

医師の治療実日数 の傷害 11 7万 5 千円
360日未満 | 

96日以上
医師の治療実日数 の傷害

180日未満
80日以上 , 

医師の治療実日数 の傷害 1 12万 5 千円
96日未満 | 

64日以上
医師の治療実日数 の傷害

80日未満

48日以上
医師の治療実日数 の傷害

64日未満

32日以上
医師の治療実日数 の傷害

48日未満

16日以上
医師の治療実日数 の傷害

32日未満

7 日以上
医師の治療実日数 の傷害

16日未満

10万円

15万円

1 万円

7万 5 千円

5 万円

3 万円

5 

市町村交通災害共済は、不幸にして交通災害を受けた時、少

しの掛け金で、見舞金を受け取ることができる制度です。

車を運転される方はもちろん、特にお年寄 り ・ 子供を含め、

家族そろって加入されるようおすすめします。

口加入資格

川内町に住民票(平成 8 年 4 月 1 日現在)のある方

ただし、学生等で町外に出ている方も、扶養義務者が加

入する場合は加入できます。

口共済掛金 ( 1 人年額)

一般 600円

中学生以下 250円

口共済期間

平成 8 年 4 月 1 日から平成 9 年 3 月 31 日まで

口加入申込

各区長さんまたは、役場総務課で受け付けします。

2 以後に生まれた人)4. (S 56. 



固
定
資
産

課
税
台
帳
の

板
縦
覧
に
つ
い
て

知

平
成
八
年
度
税
制
改
正
が
な
お
、
縦
覧
は
、
土
曜
日
及
び

辻
ロ行
わ
れ
る
た
め
、

地
方
税
法
円
曜
日
は
除
き
ま
す

。

h
x

の
規
定
に
よ
り

、

四
月
一
日
ご
自
分
の
土
地
や
建
物
の
価
格

子
か
ら
四
月

二
十
二
日
に
期
間
を
お
確
か
め
に
な
り
た
い
方
は
、

'
f

(例
年

、

三
月

一
日
か
ら

三

期
間
中
無
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

月

二
十
日
)
を
延
期
し
て
、
の
で
、
役
場
税
務
課
ま
で
お

気
軽

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
に
お
こ
し
下
さ
い

。

を
行
い
ま
す
。

• 
(
愛
媛
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
)

米
穀
販
売
業

登
録
申
請
説
明
会

平
成
七
年
十
一
月
一
日
か

ら
食
糧
法
が
施
行
さ
れ

、

平

成
八
年
六
月
一
日
か
ら
、
一

定
要
件
を
充
た
せ
ば
誰
で

も
、
登
録
を
受
け
て
米
穀
販

売
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
た
め
、
愛
媛
県
で
は
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
米
穀
販
売
業
の
登

録
を
希
望
す
る
方
は
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

口
説
明
会
予
定
日

三
月
十
八
日
間
午
前
十
時

l

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
愛
媛

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
地
方
局
農
政
課

(8
9
4

1

・

1
1
1

1

)

児
童
手
当

制
度
に
つ
い
て

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の
児

童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
前
年
(

一
月

か
ら

五
月
ま
で
の
月
分
の
手

当
に

つ
い
て
は
前
々
年
)
の
所
得
が

一

定
額
以
上
の
場
合
は
、
所
得
制
限

に
よ
り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、

町
役
場
窓
口
に

「児
童
手
当
認
定

請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

か
ら
開
始
(

一
部
特
例
が
あ
り

ま

す
)さ
れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た

日
の
属
す
る
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

な
お
、
毎
年
六
月
中

に

「
児童

手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
届
の
提
出

が
な
い
と
、
六
月
以
降
の
手
当
の

支
給
が
差
し
止
め

ら

れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

口
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

精
神
又
は
身
体
に
障
害
を
有
す

る
児
童
に
つ
い
て
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

。

手
当
は
、
障
害
児
の
父
若
し
く

は
母
が
そ
の
障

害
児
を
監
護
す
る

と
き
、
文
は
父
母
以
外
の
者
が
障

害
児
を
養
育
す
る
と
き

、

そ
の
父

若
し
く
は
母
又
は
養
育
者
に
対
し

支
給
さ
れ
ま
す

。

手
当
の
支
給
は
申
請
主
義
を

と
っ
て
お
り
、
手
当
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
町
役
場
の
窓
口
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

。

口
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
を

手
当
は
、
父
と

生
計
が
同

一
で

な
い
次
の
い
ず
れ
か
の
児
童
を
監

設
し
て
い
る
母
、
も
し
く
は
、
母

が
監
護
し
て

い
な

い
場
合
は
、
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
養
育
者

に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

(た
だ

し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
年
金

を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す

。

)

①

父
母
が
婚
姻
を
解
消

②

父
が
死
亡

①

父
が
障
害

④

父
が
生
死
不
明

⑤

父
が

一
年
以
上
遺
棄

⑤

父
が

一
年
以
上
拘
禁

⑦

未
婚
の
母
の
子

③
⑦

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
児

童

受
給
手
続

手
当
の
受
給
は
、
申
請
主
義
を

と

っ

て
お
り
、
手
当
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
町
役
場
の
窓
口
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

。

必
要
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す

。

請
求
期
限

昭
和
六
十
年
八
月

一
日
以
降
に

手
当
を
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ

う
に
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は

、

支

給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
五
年
間

が
経
過
す
る
と
手
当
の
請
求
が
で

き
な
く
な
り
ま
す

。

- 5 ー



文化財防火訓練企砂
1 月 25日、医王寺と三島神社 (保免) で防火訓練が

行われました。

地元の方も大勢参加し、消火器による消火訓練や

消火栓からホースを引き 、 実際に水をとばす実戦さ

ながらの訓練など 、 真剣に取り組んでいました。

圃[!]圃
2 月 3 日 、 川内中学校で少

年式が行われました。 会場に

は 、 2 年生全員 ( 1 25名) の 「飛

朔」 の書 (少年式テーマ) と自

画像が展示 さ れ 、 参加者の目

を百 [l 、ていました 。

式典終了後は 、 記念行事の

「もちつき」が行われ、 少年式

を祝いました。

nメラレポート

川上スポーツ少年団

4 女子バレーボールチーム
'96広島ジュニア
バレーボール大会ヘ

3 月 27 日、 28 日に開催される '96広

島ジュニアバレーポール大会ヘ愛媛

県代表として、川上スポーツ少年団

女子バレーポールチームが.選ばれま

した 。

広島ジュニアバレーボール大会で

は 、 持てる力を出しき ってがんば‘っ

てくださし、。

-6 ー



2 月 4 日 、東奇合同学芸会、西奇

合同学芸会、 川上幼稚園学芸会が行

われました。

地域の文化祭という感じの東奇、

大道具、小道具、演出、脚本などの

凝った西奇、会場が少し狭いが元気

いっぱいの川上幼稚園とそれぞれ持

ち昧の遣った学芸会でした。

11 メラレポート 圃圃圃圃園

‘川上小学校マラソン大会

2 月 7 目 、 川上小学校でマラソン大会が行

われました。

沿道の保護者の声援に後押しされながら、

懸命にゴールめざして力走していました。

第 4 回川内町駅伝競走大会砂

思わぬ雪のため延期となった駅伝競走大会が 2 月 12

日、川上小学校で行われました。

小学生、 中学生が同じコースを競い合いながら走り

ました。 成績は、以下のとおりです。

区 分 {憂 勝 準優勝 第 3 位

男子
川上スポーツ少年団 東谷スポーツ少年団 川上スポ ツ少年団
ソフトポ ル部 ソフトポール部 剣道部

小学生
川上スポーツ少年団 1手志スポーツ少年団 川上スポーツ少年団

女子
ミニバスケットポール部 ミニバスケッ トポ ル部 ハレボル部

男子
川内中学校 川内中学校 川内中学校

中学生
マイタウン川内 サ ッ カ音ßA 野球部 A I

川内中学校 川内中学校 }Ij内中学校 | 女子
バスケ ッ トポール部 テニス部 A ァニス部 B

-7-



一みんなの広場

わ?手家G愛ド iし
満 1 )墳を迎えられる赤ちゃんの写真とコメン卜を募集しま

す。 コメントには名前、 住所、 生年月日 、 赤ちゃんを紹介す

る簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役場総務課広報

係まで送ってください。

満
-
歳
で
す
/
よ
ろ
し
く

いぶき

伊吹ちゃん
( 2 月 18日生)

渡部

幡)(八巾
γ

菅野のぞみちゃん
( 2 月 7 日生)

(下

2 人のお兄ちゃんと遊ぶのが

とっても大好きです。

やさしい女の子になってね /j

人の心のいたみがわかるやさし

い女の子になってね

(父・母より)母より )(父

ザ
云

叉

表

天
満
の
祈
願
の
絵
馬
や
梅
田
和

菅
野
美
川
町

同
じ
趣
味
の
話
が
弾
む
春
矩
娃

渡
部
栄
樹

子
の
化
母
に
伝
は
リ
春
障
子

田
中
笹
子

幾
代
目
法L

虫
令
ひ
桝
や
鬼
や
ら
ひ

樋
口
、
史
子

悔
い
残
る
恋
も
あ
リ
け
リ
春
の
間

戒
能
多
喜

風
に
数
る
克
の
水
や
薮
柑
子

佐
伯
芳
女

口
紅
も
新
し

く
し
て
、
初鏡

護
部

一
昨
の
雲
な
き
空
の
、初
明
リ

花
I

山
加
寿

-8 
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・
・
・
・
・
・
・
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が、
7 

イ土

ー
一
月
例
会
銅
山
〈
口
選
j

一
種
を
畑
に
摘
み
け
リ
七
日

制
約

菅
野
美
代

、
初
茜
伊
予
の
高
嶺
の
峰
写
L

宮
崎
越
路

長
屋
門
前
は
志
田
や
農
始宇

和
川
悠
起

雪
の
朝
小
鳥
の
足
跡
あ
リ
に
け
り

領
家
借
』
油
埠

早
春
の
野
を

・吹
く
風
を
楽
し
み
ぬ

池
川

姻
谷

五
月



第
十
二
回

北
方
東
部
公
民
館

初
笑
大
会

一

、
ノ
ス

一
ワ

4Fm

, 

J
n

ピ
ω
ト

T
 

みんなの広場

司
会
者
の
名
調
子
で
始
ま
っ
た

初
笑
い
大
会
は
、
第
一
部
が
カ
ラ

オ
ケ
大
会
で
す
。
演
歌
あ
り
、
ポ
ッ

プ
ス
あ
り
、
ま
た
、
飛
び
入
り
の

参
加
も
あ
り
次
第
に
会
場
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
第
二
部
は
、
バ

ラ
エ
テ
ィ

ー

シ
ョ

l

で
踊
り
や

ゲ
l

ム
、
楽
器
演
奏
な
ど
趣
向
を

こ
ら
し
た
出
し
物
が
続
き
ま
し
た
。

む
か
し
か
ら
「
和
気
あ
る
と
こ

ろ
に
は
、
お
の
ず
か
ら
吉
祥
来
る
」

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
が
、

地
区
で
み
ん
な
が
集
ま
り
、
和
気

あ
い
あ
い
と
こ
の
よ
う
な
行
事
を

楽
し
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
、
地

域
社
会
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
)
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
気

が
し
ま
す
。

川
柳
も
づ
く
吟
社

J

一
月
例
会
喜
撰
亭
選
J

早
朝
の
強
風
に
耐
え
ベ
タ
ル
絡
む

篠
森
美
畳
里

ガ
ラ
ク
夕
、
が
幼
い
夢
の
玉
手
箱

ー
山
木
ひ
ろ
走

救
急
車
呼
ん
だ
結
果
は
す
ぐ
帰
リ

平
岡
諜
舟

馬
乗
リ
に
強
い
梓
の
孫
ど
祖
父

田
野
岡
田
州

診
察
の
結
果
関
く
ま
で
落
ち
つ

け

ず
捜
部
佐
え
良

価
値
観
の
遣
い
大
切
さ
、
が
遣
う

田
中
若
峯

大
物
の
絞
め
た
る
強
さ
目
、
が
語
る

都
築
畳
貴

子

セ
ー
ル
ス
の
押
し

、

が
実
っ
た
い
い

結
果
佐
々
木
胡
舟

強
が
リ
は
ロ
だ
け
孫
の
ビ
ビ
リ
腰

中
木

紫
芳

一
月

二
十
日
の
土
曜
日
、
日
も

暮
れ
た
頃
、
老
若
男
女
が
い
そ
い

そ
と
、
北
方
公
民
館
の
中
へ
消
え

て
ゆ
く
。

中
を
の
ぞ
く
と
、
大
勢

の
人
が
集
ま

っ

て
い
る
。

今
年
で

十
二
回
目
を
迎
え
る
恒
例
の
「
北

方
東
公
民
館
初

笑
い
大
会
」
の

始
ま
り
で
す
。

会
場
の
ぐ
る

り
に
は
、
紅
白

の
幕
が
張
ら
れ
、

ス
テ
ー
ジ
を
照

ら
す
ス
ポ
ツ
下

ラ
イ
ト
な
ど
の

照
明
器
具
、
音

響
設
備
や
劇
場

に
あ
る
売
店
も

公
民
館
内
に
あ

り
、
公
民
館
が

す
っ
か
り

H

劇

場
H

に
仕
上

が
っ

て
い
ま
す
。

成
績
は
結
果
努
力
は
し
た
ど
孫

高
岡
紫
温

谷
水
も
大
切
過
疎
の

A
ザ
水

今
井

j斉
水

頑
張
っ
た
持
票
第
一
定
主
校

高
瀬
喜
撰
亭

2も 2間題出央a中三月己 最会口

富富雪議空 量I~ 
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同和教育

み
ゐ
な
の
幸
世
を

願
!
?
で

一
ム
玄
一

一
口
貝
一

一
委
一

一
曹
同

ム
叙
一

町
民
意
識
調
査
よ
り

十
年
振
り
の

{寒
波
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

先
日
は
、
「
い
じ
め
」
に
よ
っ

て
尊
い
生
命
を
亡
く
し
た
生
徒
さ

ん
が
愛
媛
に
い
た
こ
と
が
報
道
さ

れ
、
改
め
て
、
人
間
同
志
の
か
か

わ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す

。

今
月
は
先
月
に
続
き
問
民
の
ア

ン
ケ
ー

ト
よ

り
、
間

口

(
あ
な
た

は
今
ま
で
に
同
和
問
題
に
つ
い
て

学
習
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
)

に
か
か
わ
る
間
四
、
同
日
の
結
果

を
掲
載
し
ま
す
。

関
口

聞
け
で

「あ
る
」
を
え
ら

ん
だ
方
は
、
次
の

間
い
に
答
え

て
く
だ
さ
い

。

じ器

22 
1 ;... 政

三 代霊

~ I f\: 器
三 代色
白政

三 fJ，É3
入 一一 段

一七
一一
圭
一八
一
回
口
主
ニ五
-
喜一
口

五
一二
八
三一二
穴
ニ一
回E
三
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百・五
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の 1 事U I 宇空
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会 |資

本こ4

5 室主主
プピ 三三 ニニ cコ-E自室主t 三

三三 _.., ヱニ プて

全室三 室
プマ プL I /、 プ守

主主美 子そ 毛_c ヨ丘 プマ

r、 二五 一一i
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そ
の
6

結
果
の
考
察

川
町
主
催
の
研
修
会
等
で
学
習
し

た
人
は
、
四
O
歳
以
上
で
八

0

1

九
O
%
を
占
め
て
お
り
、
男

性
と
女
性
で
は
や
や
女
性
の
方

が
多
い
。
こ
れ
は
、

P
T
A

や

婦
人
会
そ
の
他
の
活
動
を
通
じ

て
、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
参

加
す
る
機
会
が
多
い
た
め
と

考

え
ら
れ
る
。

ω
学
校
の
授
業
で
学
習
し
た
人
は

全
体
の
約
四
O
%
で
あ
る
が

二

O
歳
代
で
最
も
多
く
九

一
%
を

占
め
て
い
る

。

高
年
齢
に
な
る

ほ
ど
低
下
し
、
六
O
歳
以
上
で

は

一
五
・

一
%
に
減
少
し
て
い

る
。

ω
P
T
A

活
動
で
学
習
し
た
人
は

全
体
の
約
三
五
%
で
あ
る

。

年

代
別
で
は
二
O
歳
代
の
O
%
に

対
し
、
四
O
l
五
O
歳
代
は
約

六
O
%
と
多
く
、
六
O
歳
代
以

上
で
は
一
七
・
四
%
と
少
な

、
。lv 

ま
た
、
男
女
別
で
は
男
性
の

一
二
・
八
%
に
対
し
、
女
性
は

四
六
・

二
%
と

高
い
。

こ
れ
は
、

女
性
が
P
T
A

活
動
の
中
心
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
表
し

て
い
る
。

川
職
場
の
研
修
会
で
学
習
し
た
人

は
、
全
体
で
は
一
五
・
八
%
で

非
常
に
少
な
い
。

特
に
女
性
の

六

・
八
%
は
男
性
の

一
一
一

三
%
に

比
べ
て
極
端
に
少
な

い
。

今
後
の
同
和
教
育
推
進
上

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

同
読
書
に
よ
る
学
習
は
、

全
体
で

は
三
0
・

五
%
で
あ
る
が
、
五

O
歳
代
は
四
五
・
二
%
と

他
の

年
代
よ
り
高
率
で
あ
る
。

こ
れ

は
、
こ
の
年
代
の
人
達
が
わ
が

子
の
結
婚
問
題
を
控
え

、
こ
の

問
題
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
と
、
今
ま
で
比
較

的
学
習
の
機
会
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
た
め
、
読
書
に
よ
っ
て

学
習
し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
現

れ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

附
テ
レ
ビ

・

ラ
ジ
オ
等
に
よ
る
学

習
は
、
全
体
で
は
三
0
・

一
%

で
、
男
女
や
年
齢
に
よ
る
差
は

あ
ま
り
大
き
く
は
な
い
。

川
町
の
広
報
な
ど
で
学
習
し
た
人

は
、
全
体
で
は
五
四
・
一
%
で

あ
る
が
、
男
女
別
で
は
男
性
よ

り
女
性
が
や
や
高
い
。
ま
た
、

年
代
別
で
は
凹
O
歳
以
上
が
高

く
六
三

・

九
%
を
占
め
て
い

る
。

以
上
の
結
果
か
ら
同
和
問

題
の
学
習
で
は
、
町
主
催
の
研

修
会
や
町
が
発
行
す
る
広
報
誌

な
ど
資
料
の
果
た
す
役
割
が
大

変
大
き
い
と
い
え
る
。

問
日

間
刊

で
「
な
い
」
を
え
ら

ん
だ

方
は
、
次
の
間

い
に
答
え

て
く
だ
さ
い

。

f ビ 毎日

時会カ主ず 1Iき11 空Eがfh l 必σ3 

な3勺う、 世がt 
f血 た

なく な ブ(jよ
つ
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た L 、

Cコ ロ ロ ロ ロ

D Cコ {� 口歳

八 九 否 プL プ巴， 歪 代白抜
ヨ民 宮宝章

= 主主 -4U U ( ç器
Cコ 口 - A 

回 A 定ヨ :@ 
Zヨ {ç震

= = プミ プL

陸封 ""  -、 き 代芸
一ー プL

_c 
八

四一 七 ず唱Z
プ-'"て

古十
れ 口 -'" 八

結
果
の
考
察

川
「必
要
が
な
い

」
の
で
学
習
し

な
か
っ
た
、
と
い
う
人
が
全
体

の
六
七
・
一
%
で
あ
る

。

そ
の

う
ち
男
性
は
人
・
一
%
、
女
性

は
六
0

・
六
%
で
あ
る
。
二
O

歳
代
で
も
「
必
要
が
な
い
」
と

い
う
意
見
が
一
人
あ
る
。

凶

「
効
果
が
な
い
」
と
い
う
人
は

二
六

・
八
%
で
あ
る
。

「
必
要

が
な
い
・

効
果
が
な
い
」
と
い

う
こ
の
人
た
ち
が
同
和
教
育
そ

の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
や
り
方

・

方
法
を
否

定
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω

「学
習
を
受
け
る
機
会
が
な

か
っ
た
」
と
い
う
人
は
、
全
体

で
は

ご
二

・

七
%
で
あ
る
が
三

O
歳
代
で
は
五
回

・

五
%
を
占

め
て
い
る
。
三
O
歳
代
前
半
ま

で
は
学
校
で
同
和
教
育
を
受
け

て
い
る
が
、
後
半
の
人
は
受
け

て
お
ら
ず
卒
業
後
も
そ
の
機
会

が
無
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

る
。

凶
「
聞
き
た
く
な
い
」
と
い
う
人

は
、
感
情
的
な
拒
絶
反
応
を
示

し
て
お
り
、
同
和
教
育
を
推
進

す
る
上
で
最
も
配
慮
を
必
要
と

す
る
人
達
で
あ
る
。

ど
の
よ
う

に
し
て
こ
の
人
達
に

受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
か
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

同

「同
和
教
育
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う

人
は
、
全
体
で
は
一
一
%
で
あ

る
が
、
五
O
歳
代
と
六
O
歳
以

上
で
は
一
四
%
を
超
え
て
い

る
。

本
町
で
は
今
ま
で
に
二
O

年
以
上
に
わ
た

っ
て
同
和
教
育

を
進
め
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
や
り
方
を
再
検
討
し
、

よ
り
き
め
細
か
な
方
法
を
工
夫

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
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|健康|づ|く|り|
かぜ
予防食
編

『食べることいろいろ」

かぜの症状は 、 くしゃみ 、 咳、鼻みず、鼻づまり 、 のどの痛

み… と誰でも必ず経験することです。 つらいかぜを早 く 治すた

めには 、 「保温・安静・栄養の補給J です。

か
ぜ
は
私
た
ち
が
一
番
か
か
り

ゃ
す
い
病
気
で
す
。

こ
の
冬
も

一

度
は
か
か
っ
た
人
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

。

「
か
ぜ
く
ら

い
:
・
」
と
軽
く
考
え
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
『
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
』

で
す
。

し
っ
か
り
予
防
し
て
早
く

な
お
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う

。

そ

の
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
疲
れ
を

た
め
な
い
ほ
か
に
も
十
分
な
睡
眠

と

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ビ

タ
ミ
ン

A

や
ビ
タ
ミ
ン

C
、

リ
ノ

l

ル
酸
な
ど
は
か
ぜ
の
細
菌

に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
る
働
き

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
栄
養

素
の
み
を
多

量
に
摂
取
し
て
か
ぜ

を
予
防
で
き
る
か
と
い
う
と
そ
う

と
は
か
ぎ
ら
な
い
よ
う
で
す

。

体

の
抵
抗
力
を
高
め
て
か
ぜ
を
予
防

す
る
食
生
活
は

他
の
病
気
の
予
防

に
も
共
通
し
て
い
ま
す

。
普
段
か

ら
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食

生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
は
下

の
イ
ラ
ス
ト
の
六
つ
の
食
品
群
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
の

食
事
で
六
つ
の
食
品
群
を
も
れ
な

く
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る
こ
と
が

基
本
で
す
。

組
み
合
わ
せ
か
た
は

①
主
食
で
ご
飯
や
パ
ン
(
第
5

群
)

②
主
莱
で
肉
や
魚
な
ど

(
第1
群
)

①
副
菜
で
野
菜
類
、
海
草
な
ど
(
第

2

、

3
、

4

群
)
の
三

つ
を
組

み
合
わ
せ
て
調
味
料
と
し
て
第

6

群
の
食
品
群
を
組
み

合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

。

又
、
日
頃
の
生
活
で
は
外
か
ら

帰
つ
で
き
た
ら
、
手
を
洗
っ
て
、
つ

が
い
を
す
る
。

十
分
な
睡
眠
を
と

る
、
軽
い
運
動
を
す
る
こ
と
な
ど

が
効
果
が
あ
り
ま
す
。

運
動
を
し

て
汗
を
か
い
た
ら
、
す
ぐ
に
着
替

、
ぇ
キ
ア
し
ょ
、
っ
。

気
を
つ
け
て
い
て
も
か
ぜ
を
ひ

い
て
し
ま
っ
た
ら
温
か
い
食
べ
物

や
飲
み
物
を
と
り
、
体
を
温
か
く

し
て
寝
る
こ
と
で
泊
り
ま
す

。

一

般
的
に
は
卵
酒
ゃ
く
ず
湯
、
し
よ

う
が
湯
な
ど
が
飲
ま
れ
ま

す
が
と

ろ
み
の
あ
る

汁
物
は
体
が
冷
え
に

く
く
長
い
時

間
体
を
温
め
ま
す
。

子
供
の
場
合
は
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
や

ポ
タ
ー

ジ
ュ
ス

l

プ
な
ど
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
寝
て
い
る
聞
に
汗
を

か
い
た
ら
め
ん
ど
う
で
も
下
着
を

取
り
替
え
ま
し

ょ
う

。

湿
っ
た
下

-
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社
会
福
祉
協
三
」
繋百万
ま
り

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
の
お
知
ら
せ

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(
代
表

大
西
千
里
さ
ん
)
で
は
、
広
報
「
か

わ
う
ち

」
を
テ
l

プ
に
録
音
し
、

視
覚
障
害
者
の
方
に
も
内
容
を
聞

い
て
い
た
だ
こ
う
と
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

平
成
六
年
度
よ
り

山
本
ア
ツ
子
さ

ん
が
、
個
人
で
活
動
を
は
じ
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
そ
の
活

動
に
感
銘
を
受
け
ら
れ
た
方
々
が

集
ま
り
、
現
在
で
は
六
名
の
方
が

活
動
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

こ
れ
に
よ
り
ま
し
て
組
織
と
し

て
の
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
広
報
「
か
わ
う
ち
」

の
テ
l

プ
を
ご
希
望
の
方
は
、
次

の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
録
音
テ
l

プ
代
な
ど
の

費
用
は
無
料
で
す

。

口
問
い
合
わ
せ
先

干

七
九
一

O
一
一
一

川
内
町
大
字
南
方
二
六
二

川
内
町
社
会
福
祉
協
議
会

8

9
6
6

・

6
6
6
0

有
線

Fh
d
p
h
v
n
U
ハ
U

ボ連ー
( 姉フ

丙 甥ン

2 議 7;
者 .6.. ﾎ 

? あア
諸 活
会 動

口
と
も
し
び
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1

月
9

日

一
一
一
恵
ホ
1

ム
パ
ス
タ

オ
ル
縫
い

(
黒川
七
重
8

名
)

1

月
日
日
ガ

リ

ラ
ヤ
荘
身
の
廻

り
の
手
伝
い

(
戒
能
千
恵
子
3
名
)

口
ふ
れ
あ
い
花
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1

月
6

日
三
世
代
交
流
準
備

・

七
草
取
り

(山
本
ア
ツ
子
5

名
)

1

月
7
日

一
一
一
世
代
交
流

・

七
草

粥
作
り

(
宇
和川
和
喜
子
ロ
名
)

口
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

-
月
ロ
日
給
食
サ

ー

ビ
ス
ぬ
食

(
高
須
賀
フ
ジ
エ
叩
名
)

1

月

四
日

給
食
サ
ー

ビ
ス
羽
食

(
渡
部
忠
子7
名
)

1

月
初
日
給
食
サ

ー

ビ
ス
叫
食

(
渡
部
二
三
子5
名
)

2

月
2

日
給
食
サ

ー

ビ
ス
刊
食

(
水
田
操
5
名
)

口
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2

月
6

日
広
報

1

月
号
録
音

(
大
西
千
里6
名
)

契
約
は
成
立

し
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い

。

「結
構
で
す
」
「
い

い
で
す
」
と
い
っ
た
、
あ
い
ま
い

な
返
事
は
禁
物
で
す
。

断
る
場
合

は
、
「
い
り
ま
せ
ん

」
と
答
え
ま

し

ょ

-
つ
。

内
/
“

、

A

だ
ま
今
、
れ
や
す
いν

悪
質
商
法

資
格

(士
)
商
法
は
、
公
的
機

関
や
紛
ら
わ
し
い
名
称
を
使
っ
て

「昇
進
に
有
利
」
な
ど
と
電
話
で
勧

誘
し
、
契
約
を
と
る
商
法
で
す

。

電
話
で
O
K

の
返
事
を
し
て
も

、

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
や
外

国
語
会
話
教
室
な
ど
、
契
約
期
間

が
長
期
に
わ
た
る
も
の
は
、
そ
の

契
約
を
す
る
と
き
に
、
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
中
途
で
の
解
約
な
ど
の

条
件
、
支
払
い
方
法
を
書
面
で
十

分
確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

長
期
で
多
額
な
前
払
い
は

、

避

け
る
の
が
無
難
で
す
。



社
会
の
中
で

つ
い
先
日
、
パ
ス
に
乗
る
と
、

「
こ
の
大
き
な
パ
ス
が
長
時
間
停

車
し
て
い
る
と
、
後
ろ
の
車
に
迷

惑
し
ま
す
。

両
替
は
降
り
る
時
で

な
く
、
信
号
な
ど
で
停
車
し
て
い

る
聞
に
し
て
下
さ
い

。

」
「
パ
ス
に

乗
る
時
は
、
小
さ
い
お
金
を
用
意

し
て
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

」

と
運
転
手
さ
ん
の
声
が
響
き
ま

す
。

何
時
も
は
小
さ
い
お
金
ば
か

り
の
私
で
す
が
、
今
日
は
う
っ
か

り

。

「両
替
し
な
い
で
済
む
小
銭

が
あ
る
か
し

ら

・
:
」と
、
心
配
に

な
り
ま
し
た

。

パ
ス
に
乗
る
時
の
当
然
の
マ

ナ
!

な
の
に
、
、
つ
つ
か
り
し
て
い

た
な
あ

・
:
と

。

財
布
を
の
ぞ
く
と

何
と
か
あ
り
そ
う
。

よ
か
っ
た

・
:
。

心
な
し
か
、
乗
車
し

て
い
る
人

達
は
停
車
中
に
両
替
。

ス
ム
ー
ズ

な
下
車
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ

ん
な
時
、
小
学
校
一
年
生
ぐ
ら
い

の
男
の
子
が
二
人
、
我
が
物
顔
に

乗
り
込
み
、
前
の
方
で
さ
わ
い
で

い
ま
し
た

。

「
手
を
放
し
た
ら
危
な
い
と
、
い
つ

つ
も
言
っ
て
る
だ
ろ
う
。

学
校
で

先
生
が
偉
い
よ
う
に
、
こ
の
車
の

中
で
は
、
こ
の
お
い
さ
ん
が

一
番

偉
い
ん
ぞ
。

お
い
さ
ん
の
言
う
事

を
き
か
ん
と
、
け
が
す
る
ん
ぞ
。

」

と
・
:

。
二
人
の
子
供
は
、
そ
れ
か

ら
お
行
儀
よ
く
車
に
つ
か
ま
っ
て

い
ま
し
た

。

一
人
の
子
が
車
を
降
り
る
時
、

何
か
を
間
違
え
た
ら
し
く
、
運
転

手
さ
ん
も
手
間
ど
っ
て
い
ま
し

た
。

「
も
の
い
わ
ん
と
分
か
ら
ん

の
ぞ
。

」
と
。

そ
し
て
下
車
す
る

そ
の
子
に
「
は
い
、
あ
り
が
と
う。
」

と
、
や
さ
し
い
運
転
手
さ
ん
の

声

が
し
ま
し
た
。

次
は
、
も
う
一
人
の
男
の
子
が

下
車
す
る
停
留
所
で
す
。

「子
供
で
す
。

」

と
は
っ
き
り

言
っ
て
、
カ
ー

ド
を

入
れ
て
い
ま
し
た

。

「は
い
、
あ
り
が
と
う

。

気
を
つ

け
て
帰
る
ん
だ
ぞ
。

」

と
運
転
手
さ
ん
の
声
。

社
会
教
育
と
は
、
こ
う
い
う
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

こ
の
運

転
手
さ
ん
の
-評
価
は
別
と
し
て
、

大
人
の
私
ま
で
小
銭
が
心
配
に
な

り
、
お
財
布
を
確
か
め
た
一
時
で

し
た
。

あ
の
こ
人
の
子
供
達
は
、
パ
ス

に
乗
る
た
び
に
、
今
日
の
事
を
思

い
出
す
こ
と
で
し
ょ
う

。

そ
う
し

て
、
パ
ス
乗
車
の
マ
ナ
ー
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
る
で
し
ょ
う

。

パ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

社
会
の
み
ん
な
で
、

地
域
の

み
ん
な
で
、
こ
の
運
転
手
さ
ん
の

よ
う
に
、
子
供
達
と
よ
き
接
し
方

を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す

。

「
さ
よ
う
な
ら
。
」

と
声
を
か
け
る
と
、
張
り
の
あ
る

「
さ
よ
う
な
ら
。

」

の
か
わ
い
い
声
が
返
っ
て
き
ま
す
。

「
上
手
に
右
を
歩
い
て
い
る
ね
。

」

「
自
転
車
は
左
を
通
る
の
よ
。

」

「
一
人
ぼ
っ
ち
で
帰
っ

て
い
る
あ

の
子
も
呼
ん
で

、

一
緒
に
ね
。

」

な
ど
な
ど
。

そ
の
子
供
達
は
、
大
人
の
す
る

事
を
よ
く
見
て
く
れ
て
い
ま
す

。

横
断
歩
道
を
渡
る
。

信
号
を
守
る

。

歩
道
橋
を
利
用
す
る
。

ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
は
し
な
い
で
持
ち
帰
る

。

ゴ
ミ
の
分
別
を
正
し
く
す
る

等
々
。

子
供
達
に
見
ら
れ
で
も
恥

ず
か
し
く
な
い
生
活
に

。

身
の
回

り
の
子
供
述
に
目
の
配
れ
る
地
域

や
社
会
に
な
り
た
い
も
の
で
す

。

同
時
に
、
よ
い
環
境
の
中
に
子

供
達
を
住
ま
わ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。

せ
め
て
花
の
あ
る
町
に

・
:
。

花
の
小
道
、
道
路
の
分
離
帯
に
花
、

畑
の
隅
に
花
、
花
の
あ
る
家
々
。

こ
の
花
と
触
れ
合
う
子
供
達
の

心

は
な
ご
み
、
健
全
に
育
っ
て
く
れ

ま
し
ょ
う
。
こ
ん
・
な
気
持
ち
で

、

婦
人
会
も
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
何
気
な
く
し
て
い
る

光
景
が
し
っ
か
り
と
子
供
達
に
受

け
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。

思
え
ば

怖
い
よ
う
な
、
嬉
し
い
よ
う
な
:
・
。

み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ボ
カ
シ
情
報

「み
か
ん
の
木
の
下
ヘ
ボ
カ
シ
堆

肥
を
入
れ
た
の
。

ミ
カ
ン
の
色
付

き
が
例
年
よ
り
早
く
、
水
っ
ぽ

か
っ
た
の
に
甘
い
の
よ
:
・
。

」
と
。

私
も
試
食
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

。

と
て
も
甘
く
て
美
味
で
し
た
。

男
女
共
同
参
画
地
域
づ
く

り
&
健

康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
鮮側
同
ぺ
l

ジ
)

三
月
十
日
間
午
後
一
時
三
O
分

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

ポ
カ
シ
作
り

ボ
カ
シ
石
け
ん
販
売

三
月

三
十

一
日
制
午
後
七
時三
O
分

中
央
公
民
館
三
階

ボ
カ
シ
効
果
に
は
最
適
の
気
温

で
す
。

ま
だ
使
っ
て
い
な
い
方
や
、

失
敗
の
経
験
の
あ
る
方
、
挑
戦
し

て
み
て
下
さ
い
。

は
が
き
集
め

ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
金
に
か
え

て
川
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
ご

こ
ろ
銀
行
へ
お
届
け

し
ま
し

た
。

川
内
町
婦
人
会

司
U

1

ム



募

集

V
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

口
対

象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

ワ
ー
プ
ロ
(
日
商
検
定
3
級
)

口
日
時

A
コ
l

ス
・:
4
月
日
日

聞
か
ら

6

月
刊
日

開
ま
で

B

コ
ー

ス
・
:
4

月
日
日

ω
か
ら

6

月
部
団
側
ま
で

両
コ
l

ス
と
も
右
記
期
間
の
う

ち
の
幻
日
間
で
、
土
曜
、
日
曜

及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。

(
9時
却
分
l

日
時
叩
分
)

-・・・圃圃圃圃・・・・

口
会
場

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員

A
-

B

コ
l

ス
各
叩
名

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
一
部
自
己
負
担
)

口
申
込
日
時

3

月
お
日
開
、
お
日
ω
の
2

日

間

(
9時
!
日
時
)

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
う
え
、
松
山
市
山

越
町
四
五

O
番
地
の
愛
媛
県
女

性
職
業
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

(会
9
2
3

・
2
2
0

1

)

V 
ワ経
I !.里
プ事
口務

器宣
言電 225
習
Z三:

口
科
目

経
理
事
務
(
簿
記
検
定

3
級
)

ワ
ー
プ
ロ
(
前
4

日
間
の
み
)

口
日
時

4
月

9

日

ω
か
ら
5

月
初
日
附

ま
で
の
聞
の
幻
日
間
で
、
土
曜
、

日
曜
、
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま

す
。

(
9時
叩
分
l

日
時
却
分
)

口
申
込
締
切

3

月
白
日
附

口
そ
の
他

対
象

・

会
場

・

定
員

・

受
講

料
・

申
込
方
法
は
、
ワ

ー

プ
ロ

技
術
講
習
会
に
同
じ

V 
技姫
術て
指ま
導り
講の
習作
会り
方

口
対

象

内
職
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

姫
て
ま
り
の
作
り
方

口
日
時

4
月
口
日

捌
か
ら
5

月
お
日
同

ま
で
の
聞
の
凶
日
間
で
、

土
曜
、

日
曜
、
及
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

(9
時
却
分
l

日
時
叩
分
)

口
定
員

日
名

口
申
込
締
切

4

月
4

日
休

日
そ
の
他

会
場

・

受
講
料

・

申
込
方
法

は
、
ワ
ー

プ
ロ
技
術
講
習
会
に

4野

V
囲
碁
と
宇
宙

ー
碁
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か1

囲
碁
(
碁
)
く
ら
い
面
白
く
て

奥
の
深
い
競
技
は
な
い
と
思
い
ま

す
。作

家
の
堺
屋
太
一
氏
は
、
碁
の

ル
ー

ル
が
簡
明
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
打
ち
方
は
無
限
で
あ
り
全
字

宙
空
間
を
原
子
の
体
積
で
割

っ
た

数
よ
り
多
い
、
こ
ん
な
単
純
明
快

な
ル
l

ル
だ
け
で
変
幻
万

化
す
る

状
況
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
発
見
し

た
者
こ
そ
、
人
類
史
上
最
大
の
天

才
だ
と
思
う
云
云
又
、
日
本
棋

院
の
棋
士
で
現
在
名
人
の
武
宮
正

樹
氏
は
、
碁
は
人
間
の
力
で
は
到

底
考
え
ら
れ
な
い
、
神
様
が
作
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
・
f
。

碁
は
、
中
国
か
ら
日
本
へ
伝
来

し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
中
国
で
は
碁
盤
は
宇
宙

・

碁

石
は
星
に
例
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
碁
は
宇
宙
人

が
考
え
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

先
般
の
米
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト

ル
「
エ
ン
デ
パ
l

」
で
日
本
人
宇

宙
飛
行
士
若
田
光
一
さ
ん
が
、
エ

ン
デ
パ
l

の
中
で
碁
を
打
ち
ま
し

た
。

若
田
さ
ん
と
、
同
乗
の
ダ
ニ

エ
ル
・

バ
リ
l

飛
行
士
と
で
史
上

初
の
宇
宙
対
局
が
実
現
さ
れ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す

。

無
重
力
空
間
の
た
め
、
碁
石
が

飛
ば
な
い
よ
う
に
の
り
付
き
の
紙

製
の
も
の
が
使
用
さ
れ
た
よ
う
で

す
。

い
か
に
も
壮
大
で

ロ

マ
ン
な

出
来
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す

。

「
エ
ン
デ
パl
」
と
は
、
努
力

と
い
う
意
味
の
よ
う
で
す
が
、
碁

を
打
つ
場
合
も
、
努
力
と
辛
抱
が

一
番
重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
壮
大
で
、
ロ
マ
ン
で
、
面

白
い
碁
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か

。

特
に
子
供
さ
ん
に
碁
を
覚
え
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す

。

そ
こ
で
、
小

・

中
学
校
に
囲

碁
・

将
棋
ク
ラ
ブ
を
是
非
開
設
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

。

そ
う
す
れ
ば
、
今
世
の
中
で
重

大
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
子
供
の

「
い
じ
め
」
も
少
し
は
減
る
の
で

- 14一



は
・
な
か
ろ
う
か
、
い
や
無
く
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
:
・。

こ
ん
な

こ
と
を
考
え
る
昨
今
で
す
。

な
お
、

川
内
町
囲
碁
愛
好
会
で

は
、
毎
月
第

一
・
第
三
土
曜
日
(
午

後
)
囲
碁
教
室
を
、
年四
回
(
春
夏

秋
冬
)
囲
碁
大
会
を
中
央
公
民
館

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
あ
げ
ま
す

。

V
松
山
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程

生
徒
募
集

ー

働
き
な
が
ら

家
事
を
し
な
が
ら

療
養
し
な
が
ら
|

口
入
学
資
格

①
平
成
8

年
3

月
末
ま
で
に
中

学
校
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
学

校
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み

の
者

②
中

学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

者
③
高
校
を
中
途
退
学
し
た
者

④
学
歴
に
関
係
な
く
、
自
分
の

好
き
な
科
目
を
学
習
し
た
い

者

口
入
学
選
考
方
法

書
類
や
面
接
等
に
よ
り
決
定
し

ま
す
(
テ
ス
ト
に
よ
る
選
考
は

あ
り
ま
せ
ん
)

口
出
願
期
間

第
l

次

2

月
日
日

ω
か
ら

3

月
8

日

幽
ま
で

第
2

次

3

月
比
日
同
か
ら

4

月

3

日
制
ま
で

た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ

る
方
は
、
4

月
白
日
同
ま
で

口
問
い
合
わ
せ
先

一T
7
9
0

松
山
市
持
田
町
2

丁
目
2

の
ロ
愛
媛
県

立
松
山

東
高

等
学
校
通
信

制
課
程

(8
9
4
5

・
0

1

3
1
)

間 副悶悶・聞

そ、

fv 
L; 
で
す
力、

V
雇
用
促
進
融
資
制
度

雇
用
促
進
融
資
と
は
、
社
宅
や

保
養
所
、
託
児
施
設
な
ど
を
建
設

又
は
購
入
さ
れ
る
事
業
主
の
皆
様

に
必
要
な
資
金
を
融
資
し
、
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

す
る
公
的
融
資
制
度
で
す

。

融
資
額
は
大
き
く
、
返
済
は
長

期
で
金
利
も
低
く
、
と
て
も
有
利

で
す
。

プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
に
、

全
国
山
火
事
予
防
運
動
三
月
一

j

七
日

山
歩
き
荷
物
に
な
ら
ぬ
火
の
用
心

週

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
三
月
一

i

七
日

災
害
応
備
え
て
日
頃
の
火
の
用
心

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

。

詳
細
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
愛

媛
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
へ

。

(8
9
4
7

・

6
6
7
7
)

'
電
話
の
お
話
し
中
調
べ
は

司
「

1
1
4
番
」
ヘ

N
T
T

で
は
、
こ
れ
ま

で
電
話

の
「
故
障
問
い
合
わ
せ
」
と
「
お

話
し
中
調
べ
」
の
ど
ち
ら
も
「
1

1
3

番
」
で
受
け
付
け
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
8

年
2

月
白
日
凶
午

後
2

時
か
ら
、
電
話
の
「
お
話
し

中
調
べ
」
は
「1
1
4

香
」
で
受
け

付
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

な
お
、
「故
障
問
い
合
わ
せ
」
に

つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
「

1
1

3

香
」
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

'
ア
メ
ノ
ウ
オ
漁

可
解
禁
に
つ
い
て

重
信
川
全
域
の
ア
メ
ノ
ウ
オ
漁

解
禁
は
3

月
1

日
で
す
が
、
遊
魚

鑑
札
な
し
に
漁
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

も
し
、
鑑
札
な
し
に

漁
を
す
る
と
、
処
罰
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

口
遊
魚
鑑
札
・
腕
章

・

釣
り
:

・
一
五O
O
円

.
投
網
:
・二
五
O
O
円

釣
り
、
投
網
と
も
右
記
金
額
の

ほ
か
に
腕
章
代
一
O
O

円
が
必
要

で
す
ノ。

口
鑑
札
・
腕
章
発
行
所

川
内
町
天
神
渡
部
時
計
店

重
信
町
横
河
原
シ
ラ
カ
タ
時

計
店

菅
野
酒
店

酒
だ
る
村

重
信
町

上
林

重
信
町
山
之
内

本目

百炎
ー

日
本
損
害
保
険
協
会

交
通
事
故
無
料
相
談

口
相
談
日

毎
週
月
l

金
曜
日
9

時
却
分
l
M
時
ω
分

口
弁
護
士
相
談

木
曜
日
目
時
l

日
時

口
電
話
相
談
9
4
5

・
2
3
3
5

口
相
談
場
所

松
山
市
花
園
町

一

の
三
間
日
本
損
害
保
険
協
会

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー

「
吋υ



一

男
女
共
同

.....::. 

H ヒ..・

~‘司『・・

圃~可-

一
一

2月の催し

NHKテレビ

「生活笑百科」で、

おなじみの

三瀬顕講演会

男
女
共
同
参
画
に
よ
る

地
域

e

つ

く
り
の
た
め
、
地
域
社
会
で
の
役

割
や
地
域
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
考
え
、
実
質
的
な
男
女
の
地
位

平
等
、
主
体
的
な
地
域
参
画
を
促

進
し
よ
う
と
「
男
女
共
同
参
画
型

地
域
社
会
創
造
フ

ォ
ー
ラ
ム

」
が

0nu 

開
催
さ
れ
ま
す
0

・
岨
師

a
-
R
H
U
M
-
-
'

F
h
d
 

フ
ォ

ー

ラ
ム
は
、

N

H
K

テ
レ

婦
唄
伊
寸

ピ
「
生
活
笑
百
科
」
で
お
な
じ
み
の
・
1
1

却

三
瀬
顕
弁
諮
士

b
-
A
U

を
お
招
き
し
て

i

の
講
演
会
で
す
。

沼
運

な
お
、
講
演

草
再

会
終
了
後
、
引

一
日

き
続
き
「
E
M

E
鵬

技
術
と
健
康
づ

闇
明

く
り
フ

ォ

l
一フ

:
J

ム
何
」
し
て
、
二
一

E
M

技

術
と
健
タ

康
、
つ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
す

。

3 円 10 日 (日)時口日

中央公民館大ホール戸庁口場

演題 「これからの男と女のいい関係」口講演内容

川内町イ崖口主

川内町役場総務課

ft966-2222 (有12111

口問い合わせ先

EM技術と健康づくりdstヰ
~健康づくりフォーラム，96-.. ν 唱跨

の
7
3
@

JFh

,

L 

4野
3 月 10 日(日 ) 1 5 : 00~16:30 

中央公民館大ホール

・基調講演(15 : OO~ 16 : OOJ 

演題 'EM技術と健康づくり」

講師 四国EM普及協会
副代表世話人愛媛支部長

左納久仁美先生

・ デイスカ ッシ ョン

(16 : OO~ 16 : 30) 

健康センタ - ft966-2191 

(有線) 5833 

ph
U
 

、，
，

後援/川内町・川内町保健衛生実践会

時
所
容

口問い合わせ先

日

場
内

口
口
口

主催/川内町婦人会

川
内
町
婦
人
会
は
、
ご
み
減

量
化
を
め

ざ
し
て

E
M

菌
を
活
用
し
た
ボ
カ
シ
-
つ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

。

こ
の
ボ
カ
シ

c

つ
く
り
も

町
内
に
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が

、

E
M

菌
の
活
用
は
、

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん

。

E
M

菌

を

利
用
し
た
農
作
物
の
栽
培
で
は
、
目
を

み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す

。

そ
こ
で
、

E
M

菌
を
利
用
し
た
農
作
物

の
栽
培
、
農
作
物
摂
取
と
健
康
の
関
係
な

ど
を
み
な
さ
ん
と
い
っ
し

ょ

に
考
え
て
み

た
い
と
思

い
ま
す
。

入
場
は
、
無
料
で
す
の
で

、

お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。



3月の催し • 

いv
s
v
ν
s
v

健
康
講
座

テ
ー
マ

『
す
っ
き
り
き
わ
や
か
歯
の
健
康
』

人
生
八
十
年
。

あ
な
た

は
、
八
十
歳
で
自
分

の
歯

が
何
本
維
持
で
き
る

で
し

ょ
，フ

か
。

歯
周
病
を
中
心
に
お
話

し

ま
す
。

3 月 4 日 (月)

午後 1 時30分

~午後 3 時

口日時

健康ーセンター

松山中央保健所

歯科衛生士

松田智子先生

口場所

口講師

ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
座

川
内
町
の
ス

ポ
ー

ツ
の
指

導
者
的
立
場
に
あ
る
方
及
び

ス
ポ
少
団
員
の
家
族
を
対
象

に

ス
ポ

ー
ツ
医
学
講
座
を
開

設
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
発
生

す
る
事
故
等
に
対
し
て
、
適

切
な
応
急
処
置
が
で
き
る
よ

う

知
識
・

技
能
を
身
に
つ
け

る
も
の
で
す

。

時

所

師

口 日

場
講
口
口

口問い合わせ先

健康セ ン タ­

ft966-2191 

有線 5833 

川
内
町
・
重
信

川
内
町

・

重
信
町
消
防
団
、
東
温
消
防
署

等
消
防
関
係
団
体
が

一
堂
に
集
ま
り

、

恒
例

の
消
防
出
初
式

が
川
内
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

で

開
催
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
観
覧
く
だ
さ

口
日

時

3 
月

午 3
前日
9 (日 )
時
力、

勺

口
場

所

川
内
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

(雨
天
の
場
合

中
央
公
民
館
大
ホ

l

ル

)

円!いれば品、…山弓〆.~~< .!!"I"ill�t"w 
川内町商工会では、 まちおこし事業の一環と

して、地域経済の活性化と特産品の開発を目的

とした商工祭り (多家楽市)を下記のとおり開
催します。

皆様お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

口 日 時 3 月 24 日(日) 午前10時~午後 2 時
口場所 中央公民館

口内容 ・特産品の展示即売
・婦人部による未利用品なとーのバザ

ール市

・ もちまき
・パ y トライスの実演配布
・ チピ ッ子輪投げゲー ム、掘り出し

物市
口問い合わせ先 川内町商工会

17 

(有)5911

春を呼ぶ「商工まつり」

2 月 29 日(木) 19: 30~ 

3 月 7 日(木) 19: 30~ 

3 月 14 日(木) 19: 30~ 

中央公民館第 1 会議室

愛媛大学医学部整形外科

助手石丸公平先生

口問い合わせ先

教育委員会

合966-472 1

v 

ft966-3344 

有線 5321
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月予防接種計画表

予防接種名 ニ種(ジフアリア・破傷風・百日咳)混合予防接種

接種目時
平成 8 年 3 月 7 日(木)

午後 2 時一 3 時
接種場所 健康センター 2 階集団検診室

生後 1 才- 7 才 6 カ月未満の者で 1 期初

回を 3 回及び 1 年後の l 期追加 を受けて
対象者 いない者。 なお、百日咳にかかったこと

のはっきりしている場合は 2 極(ジフテ

リ ア ・ 破傷風)混合で実施できますので

受付で申し出てください。

- 当日は 、 会場で体温を計ります。

注意事項 - 予防接種を受けますと 1 週間は他の予
防接種を受けることができません。

- 当日の入浴は差しっかえありません。

持参品 - 母子健康手帳、体温計
平成 7 :1:1三 4 月より予防接砲の対象が変更

になりました。 お子様の僚子他j束手帳をも

う一度よく見られ、まだ接種していない予

イ蒲 考
防毎号車Eは耳王めに努E租I してください。

なお、ご不明な点がありましたら、他bl:tセ
ンタ一保健婦までお問u、合わせください。

イ吐!M苦センタ-~~言i!i 966-2191 
(有線)5833

3 

966-4989 

3130 

収集曜日 収 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木 東谷 ・ 西谷(井内を除く)
tムー~ 土谷 ・ 滑川・ 天神 ・ 鳥の子 ・横灘団地

変更なし+ ・ ・・・ ・・・・・ ・ー・----- -----ーーーーーーー ーーーーーーー，ーーーーーー ・ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー・・・・

木 井内

火・金 北方 ・ 南方
--------ーーーー・----- ーー・ー-ー-ーーーーーーーー・・ーー・・・・ ・ ・ーー ーーーーー_- -----ーーーーー・・ーー・ー・

火 奥松瀬川

週 水・土 前松瀬川 (鳥の子を除く) 3 月 20 日(水)を

町筋 (天神を除く) 3 月 2 1 日(木)に収集

電話

有線
清掃センター3 月ごみ収集計画表

もえるごみ

ちえなじごみ・組大ごみ

~X 集 地 域 ガフス・空ビン類 空き缶等金物類 粗 大
~. 

み、ー

東奇・西告 (井内を除く)
3 月 11 日(月) 3 月 25 日(月) 3 月 18 日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 3 月 12 日(火) 3 月 26 日(火) 3 月 19 日 (火)

前松瀬川(鳥の子を除く)
3 月 13 日(水) 3 月 27 日(水)

町筋 (天神を除く ) 3 月 21 日 (木)

井内・土奇・滑川 3 月 14 日(木) 3 月 28 日(木)

E
 

守って美しい町く〉

oo 

t
E

ム

日と時間く〉ゴミを出す



献血

健康センターだより3 月

健康センター

健康センタ ー

健康センタ一

生活改善セノ ター

)L 騎

海上集会所

いきいき健康講座(10)

「す っ きりさわやか歯の健康」

三種混合予防接種 受付午後 2:00- 3:00 

ここ ろの健康相談 午前 9:00- 1 2:00

滑川健康相談 午前 9:30-10:30

午前 10:50- 12:00

午後 1:00- 2:00 

午後1:30- 3:00 

7 日(木)

8 日(金)

12 日(火)

4 日(月)

3月の献血
3月 13 日(水)

9 : 00......12 : 00 松山ゴルフ
倶楽部

13:00......14:30 三恵ホーム
15:00......16:00 J ~川上

健康センタ ー

健康センター
" 

イシ

午前 8:30-10 :00

午前 9:00 -12:00

4シ

" 

不用犬引取り

野犬買い上げ

健康相談

母子健康手帳交付

機能回復訓練

毎逓月限日

毎週水曜日

24時間体制
川内町在宅介護
支援センター

岱966-6250

ガリラヤ1j:

当番医

3 月 3 日 | 山本内科 川内 11汀北方 H966-2066 

10日|西本経形外科 重信町田窪 H964-1611 

178 1 中川病院 松山市南締本11可 H976-7811 

20 日 | 岸本医|淀 川内 11町北方 H966-5670 

24 日|藤石病院 重信町志津川 H964-1234 

31 日 1 þ岡田雄形外科 松山市街締本11円 台970-2020

午後 1:00- 3:00 

有線 5833n966-2191 健康センター(問い合わせ先)

お気軽にご相談ください

(秘密厳守・無料)
n964-5632 (テ レ ホンサービス )救急病院案内
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本主

滑川渓谷の

氷

み
ご
と
な

ザコ

戸
り
戸
り

一
一月
六
日

、

も
ど
り
寒
波
で
冷

え
込
む
滑
川
渓
谷
を
訪
ね
て
み
た
。

ま
だ
道
路
上
に
は

雪
が
残
っ
て
お

り

、

随
分
手
前
か
ら
車
を
置
い
て

徒
歩
で
渓
ハ
〈
口
へ
向
かった
。

渓
(
人
口
の
入
口
駐
車
場
に
は
、
先

日
の
土

、

日
限
日
に
こ
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
観
光
客
の
車
の
轍
や

、

足
跡
が
無
数
に
残
っ

て
い
る

。

い
よ
い
よ
ナ
メ
ラ
の
河
床
ヘ

出

て
み
る
と
、
静
寂
な
氷
の

世
界
が

目
に
飛
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込
ん
で
き
た
。

お
ぼ
つ

か
な
い

足
ど
り
で
ナ
メ
ラ
の
上
を

ゆ
く
が

、

案
の
定

、

す
っ
て
ん
こ

ろ
り
ん
と
し
り
も
ち
を
つ
い
て
し

ま

っ
た
。

そ
れ
な
り
の
装
備
を
し

て
く
れ
ば
よ
か
っ
た
と
反
省
し
な

が
ら
も
、
強
引

に
前
へ
進
む
。

一
一つ
目
の
橋
ま
で
く
る
と

、

左
手

の
岩
肌
に
自
分
の
背
丈
よ
り
高
い

つ
ら
ら
が
み
ご
と
に
垂
れ
さ
が
っ

て
い
る
。

あ
と
も
う
少
し
で
で
の

ナ
メ
ラ
ま
で
届
く
ほ
ど
の
り
っ
ぱ

な
つ
ら
ら
を

一
本

、

お
も
わ
ず
拝

借
し
て
し
ま
っ
た
。

野の花

オオイヌノフグリ
VeTOnica pe1"sica 

道端や畑地などにi' 1 ~ミするコマノハグサ科の越年卒。

20一

一年中でいちばん寒い 2 月に入リ 、 山は白<、

北風もわがもの顔で吹き荒れている。 こんなとき

は 、 山へは向かわず 、 表川沿いの風の当たらない

日だまりをみつけて花をさがした。

ち ょうど、 工事中の高速道路と表川の土手の間

にある小さな畑の端に「オオイヌノ フグリ」 が、

早春の花のホトケノ ザやナズナといっ し ょ に群れ

咲いている。 春の日差しをいち早く感じて咲く コ

バルトブルーの可憐な花には 、 「イヌ ノ フグリ」と

いう名はあまりにかわいそすぎる。


